
１２月に実施した第２回学校評価（保護者アンケート）の結果について 

学校評価の保護者アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。12 月に実施しました学校評価（保

護者アンケート）では、７月の結果と同様に、多くの項目で高い評価をいただきました。保護者の皆様から、本

校の教育活動に対するご理解とご協力をいただいていることに、心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆成果として見られたこと 

安全対策やいじめ防止の取組、ICT 機器を活用した授業、教職員の温かい関わりなどについては、引き続き高

い肯定的評価が得られました。特に、安全・安心な学校生活づくりについては評価が高まり、保護者の皆様に安

心していただけていることが分かりました。 

◆課題として見られたこと 

一方で、「学校生活が楽しい」「授業が楽しく分かりやすい」「自分から調べて学ぶ」といった、子どもたちの意

欲や主体性に関する項目では、７月より評価がやや低下しました。また、運動への親しみや、あいさつ・礼儀な

どの生活習慣についても、引き続き丁寧な指導が必要であることが明らかになりました。 

◆今後の改善に向けて 

今回の結果を踏まえ、 

・授業の工夫や ICT の効果的な活用による「分かる・楽しい」学びの充実 

・主体的・探究的に学ぶ力の育成 

・あいさつや運動習慣など、生活面の指導の継続 

・子どもたちの成長の姿を分かりやすく伝える情報発信 に引き続き取り組んでまいります。 

本校では、子どもたち一人一人が安心して学び、成長を実感できる学校づくりを進めてまいります。今後とも、

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 



１２月に実施した第２回学校評価（児童アンケート）の結果について 

 全校児童を対象にアンケートを実施しました。７月に実施したアンケート結果と比較しながら分析したところ、

本校の教育活動の成果と、今後の課題が見えてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆成果として見られたこと 

今回のアンケート結果から、子どもたちが安心して学校生活を送り、学習に前向きに取り組んでいる様子がう

かがえます。特に、授業の内容が分かると感じている児童が多く、先生や友だちの話をよく聞きながら学習に取

り組む姿勢が身に付いていることは、本校の大きな成果です。また、友だちや周りの人を大切にし、困っている

人を進んで助けようとする意識や、「人の役に立つ人になりたい」と考える児童が多いことから、思いやりの心や

社会性が着実に育っていることも確認できました。 

◆課題として見られたこと 

一方で、困ったときや不安を感じたときに相談できていると答えた児童の割合は、７月に比べて低下しており、

悩みを一人で抱え込みやすい状況が見られました。また、将来の夢や目標をもつこと、苦手なことにも挑戦する

こと、自分の考えを進んで伝えることといった項目でも、肯定的な回答がやや減少しています。加えて、読書が

好きと感じている児童の割合も低下しており、主体性や意欲、生活習慣の面で継続した支援が必要であることが

課題として明らかになりました。 

◆今後の改善に向けて 

今回の結果を踏まえ、 

・子どもたちが安心して相談できる環境づくり 

・一人ひとりの「挑戦」や「努力」を大切にする指導の充実 

・読書や運動を通した、健やかな生活習慣づくり に引き続き取り組んでまいります。 

本校では、これからも、家庭や地域と連携しながら、子どもたちが前向きな気持ちで学校生活を送り、自分ら

しく成長できる学校づくりを進めていきます。 


